
 

総務常任委員会 審査順序 

 

● 付託議案について 

 

議案第68号  令和５年度八戸市一般会計補正予算 

  

○歳出 

 

 

  ○歳入 第１条中の歳入予算の補正 

 

議案第73号  八戸市市税条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第71号  令和５年度八戸市学校給食特別会計補正予算 

議案第74号 八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

 

 

● 委員派遣について 

 

 

 

[総務協議会] 

○ 所管事項の報告について 

 １ 公共施設の有効利用に関する市民アンケートの実施について 

２ 自動車破損事故に係る損害賠償額の専決処分について 

款 項 摘       要 

第１条の歳出中 

  ９款 消防費 

 

 

全部 

 

２款 総務費 １項 総務管理費  

 ２項 徴税費  

４款 衛生費 １項 保健衛生費 14目 

13款 諸支出金 全部  

10款 教育費 １項 教育総務費 

～  
 

 ３項 中学校費  

 ５項 社会教育費 14目を除く 

 ６項 保健体育費 ３目を除く 

   



議案第 73 号  

 

 

 

 

 

八戸市市税条例の一部を改正する条例の制定について 
 

 

１ 改正の理由  

地方税法施行規則の一部改正に伴い、軽自動車税の種別割の区分について、特定

小型原動機付自転車に係る規定の整備をするためのものである。  

 

２ 改正の内容  

≪軽自動車税≫  

(1)種別割区分について、原動機付自転車の三輪以上（ミニカー）の区分から特定小

型原動機付自転車（一定の要件を満たす電動キックボード等）（※）を除外し、原

動機付自転車（第一種）の区分とするもの。このことから、特定小型原動機付自転

車については、すべて税率 2,000 円で賦課されるもの。  

※原動機付自転車のうち、電動機の定格出力が 0.6kw 以下であって長さ 1.9m、幅 0.6m 以

下かつ最高速度 20km/h 以下のもの。  

(2)上記改正に伴う字句の整理を行うもの。 

 

３ 施行期日  令和５年７月１日  

 

≪参考≫ 軽自動車税における原動機付自転車の種別割区分および税率    

種別割区分  税率（税額） 

第 65 条（１）ア 原動機付自転車（第一種）  

総排気量 0.05L 以下又は、定格出力 0.6kw 以下（ミニカーを除

く）のもの  

2,000 円 

第 65 条（１）イ 原動機付自転車（第二種乙）  

二輪で総排気量 0.05L 超～0.90L 以下又は、定格出力 0.6kw 超～

0.8kw 以下のもの  

2,000 円 

第 65 条（１）ウ 原動機付自転車（第二種甲）  

二輪で総排気量 0.09L 超～0.125L 以下又は、定格出力 0.8kw 超

～1.0Kw 以下のもの  

2,400 円 

第 65 条（１）エ ミニカー  

三輪以上で総排気量 0.02L 超～0.05L 以下又は、定格出力 0.25kw

超～0.6kw 以下のもの（車室を備えず、かつ、輪距が 0.5m 以下

のものを除く）  

3,700 円 
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財 政 部 住 民 税 課  



議案第 74号 

 

 

 

 

 

八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する 

条例の一部を改正する条例の制定について 

 

 

１ 改正の理由 
 

 公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定める政令の一部改正

に伴い、市立学校の学校医等の公務上の災害に対する補償基礎額及び介護補償の額を引き上げる

ためのものである。 

 

 

２ 改正の主な内容 

 

（１）介護補償の額の改定 

                                                           ＜改定前＞     ＜改定後＞       

介護に要する費用を支出して介護を受

けた日があるときの補償上限額（１月） 

常時介護を受けて

いる場合 
171,650円 172,550円 

随時介護を受けて

いる場合 
85,780円 86,280円 

親族等による介護を受けたときの補償

下限額（１月） 

常時介護を受けて

いる場合 
75,290円 77,890円 

随時介護を受けて

いる場合 
37,600円 38,900円 

                                          

（２）公務災害補償の算定の基礎となる補償基礎額の改定 

＜改定前＞ 

医師、歯科医師又は薬剤師としての経験年数 
５年未満 ５年以上 

10年未満 

10年以上 

15年未満 

学校医及び学校歯科医の補償基礎額 6,245円 8,003円 9,608円 

学校薬剤師の補償基礎額 5,263円 6,240円 6,900円 

    

＜改定後＞ 

医師、歯科医師又は薬剤師としての経験年数 
５年未満 ５年以上 

10年未満 

10年以上 

15年未満 

学校医及び学校歯科医の補償基礎額 6,340円 8,085円 9,640円 

学校薬剤師の補償基礎額 5,340円 6,310円 6,925円 

 

 

６月総務常任委員会資料  

令和５年 ６月２１日 

学 校 教 育 課  



３ 施行時期    

条例公布の日から施行する。 

     

４ 経過措置 

   改正後の八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例（以下

「新条例」という。）第７条の２第２項の規定は、令和５年４月１日以後に支給すべき理由が生じた

介護補償について適用し、同日前に支給すべき理由が生じた介護補償については、なお従前の例に

よる。 

新条例別表の規定は、令和４年４月１日以後に支給すべき理由が生じた公務災害補償並びに同日

前に支給すべき理由が生じた傷病補償年金、障害補償年金及び遺族補償年金で同日以後の期間につ

いて支給すべきものの補償基礎額について適用し、その他の公務災害補償の補償基礎額については、

なお従前の例による。 

令和５年４月１日からこの条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までの間に改正前

の八戸市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例（以下「旧条例」

という。）第７条の２第２項の規定に基づいて支給された介護補償は、新条例の規定による介護補償

の内払とみなす。 

令和４年４月１日から施行日の前日までの間に旧条例別表の規定に基づいて支給された公務災

害補償は、新条例の規定による公務災害補償の内払とみなす。 



公共施設の有効利用に関する市民アンケートの実施について 

 

１．目的 

   令和５年１月に作成した「はちのへ大型公共施設見える化シート」の掲載施設を対象として、

施設利用に関する市民ニーズを把握し、各施設の有効利用に向けた具体的取組の検討において

参考とするため、市民アンケートを実施し、幅広く市民の意見等を集めるもの。 

 

２．対象者 

○ 18歳以上の市民の方、または市内公共施設に関心のある市外在住の方 

＜幅広くニーズ把握するための工夫＞ 

・広報はちのへ、市公式 SNS等による積極的な情報発信 

・市政モニター、中心市街地関係者、高等教育機関など、様々な団体への協力依頼 

 

３．調査内容 ※アンケート調査票は別添のとおり  

○ 対象８施設の満足度や充実・改善してほしい点など、施設利用に関する意見 

○ 公共施設における市民サービスと維持管理コストのバランスに関する考え方 

○ 公共施設の有効利用（更なる利用促進や利便性向上）に向けた提案 等 

＜本アンケートの対象８施設＞ 

「見える化シート」掲載 10施設のうち、総合的な行政機関である市庁舎と総合保健センター

を除いた、以下の８施設 

①ブックセンター、②美術館、③はっち、④マチニワ、⑤ＹＳアリーナ八戸、 

⑥是川縄文館、⑦図書館、⑧博物館 

 

４．回答方法 

(1) WEBアンケートフォームによる回答 

(2) 紙調査票による回答 

調査票及び「見える化シート」は、市庁舎、各市民サービスセンター、各公民館のほか、 

本アンケート対象８施設に設置 

 

５．スケジュール 

７月７日(金)まで アンケート実施 

７～９月  アンケート集計・分析、行政改革委員会の意見聴取 

10 月頃  アンケート結果及び取組の方向性について整理・公表 

総 務 協 議 会 資 料 

令和 5年 6月 21日 

総務部行政管理課 





   
  

☐ ☐ ☐ ☐  
☐ ☐ ☐

☐ ☐ ☐

☐

☐ ☐

☐ ☐

☐ ☐ ☐ ☐

☐ ☐ ☐

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 
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☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 

☐ ☐ ☐ ☐ ☐ 
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☐ 

☐ 

☐ 

☐ 

☐ 



☐ 

☐ 

☐ 

☐ 

☐ 

☐ 

☐ 

☐ 

☐ 

☐ 

☐ 
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自動車破損事故に係る損害賠償額の専決処分について 

 

 

１ 発生日時  令和５年４月 23日（日）午前 11時 15分頃 

 

 ２ 発生場所  八戸市立長者中学校門扉（鉄門）付近 

 

３ 事故の概要 被害者が長者中学校を投票会場とする八戸市議会議員選挙での

投票を終え、自家用車で自宅へ帰ろうとした際、門扉が突風によ

ってあおられ、被害者が所有する自家用車へ衝突し、運転席側の

サイドミラーと後部座席サイドドアを破損した。 

 

４ 損害賠償額 146,619円 

     （全国市長会学校災害賠償補償保険より同額給付） 

 

５ 専決処分月日  令和５年６月 14日（水）処分第 19号 

 

６ 示談成立月日  令和５年６月 14日（水） 
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令和５年６月 21 日 

学 校 教 育 課 


